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出血性大腸炎の原因菌として分離された大腸菌0157 : H 7 の産生する志賀毒素様毒素は，これまで数
ケ所の研究室で精製法が工夫されたが，いずれも複雑な手法で収率も悪く毒素の性状も十分明らかになっ
ていない。そこで大腸菌0157 : H 7 について本研究では， (1) 簡易な毒素の精製法を確立すること，
(2 )精製した毒素の性状を明らかにすること， (3) さらには毒素の簡易検出法を工夫し，本菌の分
離同定に役立てることを目的とした。
[材料と方法]



























本研究は，腸管出血性大腸菌0157 : H 7 の産生する志賀毒素様毒素の精製法としてイムノアフィニティ
カラムを工夫し，志賀毒素様毒素の簡易な精製法を確立したものである。この高純度精製毒素について
物理化学的，生物学的，生化学的，免疫学的性状を調べ，志賀赤痢菌の産生する志賀毒素と同一の性状
を有することを明らかにした。
さらに，微量の志賀毒素様毒素の検出法としてELISA法および、本毒素耐性変異Vero細胞を用い
た手法を開発し，腸管出血性大腸菌の病態の臨床応用も可能な知見を加えたので，学位の授与に十分値
するものと考える。
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